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Structural Modeling）や DSM（Design Structure Matrix）といったシステムズアプロ
ーチの手法を用いて SSAデータの複雑な流れを可視化しそれらの関係性を明確化した。 
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デュアルユースシステムは、異なるプレーヤー双方に対してプロフィットとリスクを同
時に生起する特性を有しているため、システムの構築にはプロフィットとリスクのバラ
ンスを取って妥協点を明確にする必要があるが、妥協点を探索するための定量的な手法
は未だ開発されていない。そこで、本研究では、この課題を解決するために、定量化し
たリスクとプロフィットとの比を最適化（最小化）することでデュアルユースシステム
の構築に対する指針を与えることとした。そして具体的な最適化手法として SQP 法を
ベースにした非線形計画法を適用することを提案した。これにより、民生と安全保障の
デュアルユースシステムにおける情報共有モデルを構築し、双方が受け取るプロフィッ
トとリスクの妥協点について、SQP法による非線形計画法を用いて計算して一定条件下
での収束解を得た。この結果、プレーヤー相互の妥協という定性的な議論に対して、定
量的な評価ができるプラットフォームの有効性を示した。以上のことから、日本の宇宙
状況把握のためのデュアルユースシステムを設計するにあたっての指針を得ることが出
来た。 
 
